
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志木市立志木第二中学校図書館だより令和８年 5月号 

志木二中では、朝読書の時間に図書ボランティアによる読み聞かせを行っています。志木二中独自の取り組み

で、小説などを 10分間に切り取って読んでいます。続きは学校図書館で借りて読んでねというわけです。 

２００９年から行われていて、これまでにのべ 929回を数えました。 

今年度はまず 4/20(月)と 4/27(月)に行いました。 

読んでもらった本を紹介します。 

 

校    長  石井 都 

司書教諭  松原 正貴 

学校図書員 弘光 しのぶ 

2026課題図書紹介 

『君の火がゆらめいている』 落合 由佳/作 

 
葉澄は障害のある双子の姉のことを大切に思い、彼女の生活を 

手伝う毎日を送っていた。しかし次第にその気持ちがゆれはじ

め……。 

 

『チーム・テスならだいじょうぶ』  カービー・ラーソン＆クイン・ワイアット/作 杉田七重/訳 

 

 
中２の転校生テスは、手作りお菓子作戦で友だちを作ることに成功。 

学校生活が楽しくなるが、時々襲ってくる腹部の激痛に苦しむ。 

 

『リュウグウの砂に挑む：チームで小惑星のサンプルを分析』 伊藤 元雄/著 

 

 
様々な分野の研究者がチームを組んで、生命の起源の謎を解き明か

すために小惑星リュウグウの砂の分析に挑みました。 

 

中学校の部の３冊 

５月中旬以降に 

貸出しできると 

思います。 

高等学校の部の課題図書３冊も用意します。 

    『スウィッシュ！』   『ノアハム・ガーデンズの家』   『平和のうぶごえ「原爆の子」として生きた８０年』 

１の１ 『生きもののおきて』 岩合光昭/著  

１の２  『カブキブ！』  榎田ユウリ/著 

１の３ 『兎の眼』  灰谷健次郎/著 

１の４ 『この夏の星を見る』 辻村深月/著 

１の５ 『きみの行く道』 ドクター・スースー/著 

２の１ 『綿雲堂』  田丸雅智/著 

２の２ 『ペンギン・ハイウェイ』 森見登美彦/著 

２の３ 『きみがこぼした花』 櫻いいよ/著 

２の４ 『夜の子どもたち』 江國香織/著 

３の１ 『パンドラ』  石井桃子/編・訳 

３の２ 『「また、必ず会おう」と誰もが言った。』 喜多川泰/著 

３の３ 『二つの時間、二つの自然』     星野道夫/著 

３の４ 『四季の地球科学』 尾池和夫/著  


